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第 10 回（平成 27 年度）航空気象シンポジウム 

プ ロ グ ラ ム 

 

１． プロローグ・開会の挨拶   （13：00～13：20） 

  公益社団法人 日本航空機操縦士協会 会長    下枝 堯 氏 

     気象庁総務部 航空気象管理官       倉内 利浩 氏 

 

２． 講演 （13：20～15：20） 

航空機の火山灰問題の経緯                          ＜40分＞  

                        桜美林大学 

                   教授    小野寺 三朗  氏 

 

東京航空路火山灰情報センターの業務について       ＜40分＞  

            気象庁地震火山部火山課 東京航空路火山灰情報センター  

                   予報官    下坪 善浩  氏 

 

噴煙と鹿児島空港の運用について                   ＜40分＞  

                    国土交通省 大阪航空局 鹿児島空港事務所 

               主任航空管制官    神田 廉平 氏 

 

         ――――休憩――――  （15：20～15：35） 



 

３． 公開座談会 （15：35～17：15） 

「火山灰情報の共有と安全運航」 

 

パネリスト： 

全日本空輸 B787機長                             真下 和之  氏 

ソラシドエア B737操縦士                       真島 裕介  氏 

東京航空局 東京空港事務所 航空管制官             原田 隆幸 氏 

大阪航空局 鹿児島空港事務所 航空管制官                神田 廉平 氏 

気象庁 地震火山部火山課 東京航空路火山灰情報センター  下坪 善浩 氏 

日 本 航 空  運 航 管 理 者                      高 田  寛  氏 

 

ファシリテーター 

日本航空機操縦士協会 航空気象委員長             山本 秀生 

                              （日本貨物航空 B747 機長） 

 

４． まとめ （17：15～17：25） 

５． 閉 会 （17：25～17：30） 

 

   総合司会 ： 日本航空機操縦士協会  森 さやか (NHK ワールド) 
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火山灰遭遇時の管制交信記録 
  
 "Volcanic Ash Hazards to Aviat ion - A briefing for Air Traffic Controllers”
（1995 年）より 

 
 FAA等の協力で制作された教育ビデオの中で紹介されている、1989 年 12 月 15 日 Redoubut  
火山噴火時の 火山灰遭遇機と管制との交信記録抜粋 とその邦訳 
（註：OOOxxx は火山灰遭遇機の Call Signを示す. 邦訳は小野寺による仮訳 ） 

 
①Pilot :   OOOxxx heavy is reaching  (Flight) Level 250, Heading 140 

      ［FL250 に到達, 機首は 140 度方向です］ 

 

②ATC :   OK, Do you have good sight of the ash plume at this time ？ 
［了解, 今, 火山灰の煙が はっきり見えていますか？］ 

 

③Pilot :   It’s  just cloudy, ......  It could be ashes,...... 
It's just a little browner than a normal cloud there 

                                      ［通常の雲の中です....... 火山灰かも知れません....... 
                                                                        通常の雲よりやや茶色味がかっています］ 

 
④Pilot :   Ah, We don’t know, ...... We have to go left now,   

It’s smoky in the cockpit at the moment sir 
［良くわかりません.   左に行かなければなりません. 

現在操縦室内に煙が充満しています］ 

⑤＞ATC :  OOOxxx heavy, roger, Left at your discretion” 
［了解、pilot の判断で左旋回してください］ 

 
⑥Pilot :   Climbing to level 390, we’re in the black cloud, heading 130” 

［FL390 に上昇中です.黒い雲の中にいます. 機首は 130 度方向］ 
 
⑦Pilot :   OOOxxx heavy  we have flamed out all engines and we are descending now

 ［OOOxxx は全エンジン燃焼停止し,現在降下中です］ 
 
⑧ATC :     OOOxxx heavy,  Anchorage  
                                                                           ［OOOxxx, こちらはアンカレッジ］ 
 
⑨Pilot : OOOxxx heavy  we are descending now, we are in a fall. 

［OOOxxx は現在降下中, 我々は落下中です］ 
 

⑩Pilot : OOOxxx heavy  we need all the assistance you have  sir. 
      Give us radar vector please 
                      ［OOOxxx，あらゆる支援をお願いします.  

レーダー誘導をお願いします］ 

参考資料 1 
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参考資料２ 

実際のフライトで起こった出来事を元に 

創作したフィクションです。 
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このフライトは、実際の体験談をもとに 

創作したものであり、登場する人物、 

会社、団体等は、架空のものです。 
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【日本の活火山と気象庁の火山監視体制】 

火山噴火予知連絡会は、2003 年に活火山を｢概ね過去 1 万年以内に噴火した火山及び現

在活発な噴気活動のある火山｣と定義し、活火山の数は現在 110 となっています。 

 
「火山防災のために監視・観測体

制の充実等が必要な火山」として火

山噴火予知連絡会によって選定され

た 47 火山は、右図の観測施設を整備

し、大学等関係機関の協力も得て、

気象庁の火山監視・情報センターに

おいて火山活動を 24 時間体制で常

時観測・監視しています。同センタ

ーは、札幌・仙台・福岡の各管区気

象台及び気象庁本庁に設置されてい

て、札幌は北海道地方、仙台は東北

地方、福岡は九州地方、本庁はそれ

以外の地方の活火山の監視・活動の

評価を行い、火山活動の状況に応じ

て噴火警報等を発表しています。 

参考資料３ 
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【噴火と爆発】 

気象庁は、噴火と爆発を次のように定義しています（気象庁 HP より引用）。 
噴火：火口から火山灰等の固形物や溶岩を火口付近の外へ放出する現象。但し、噴火活動

が活発な桜島では、火山灰を含む噴煙の高さが火口縁上概ね 1,000ｍ以上となった場

合に噴火としている。  
爆発：噴火の一形式で爆発的噴火の略。地下の高温、高圧源での内圧が増大して起こり、

音響とともにガス、水蒸気、岩石等を放出し、空振※を伴う現象。時に火口や山体を

破壊することもある。気象庁では、噴火に伴い発生した地震及び空振の大きさなど

を基に、爆発的噴火であったかどうかを判断している。  
※空振 噴火などにより火口から物質が放出される際に発生した衝撃波などが、空気中を伝

わり観測される音波。爆発的な噴火では大きな空振が観測される。人間が聞こえな

い低周波の音波まで観測できる「空振計」と呼ばれる測器で観測する。  
階級  大：窓ガラスなどが激しく振動し、時には破損することもある程度。 

中：だれにでも感じる程度。 
小：注意深くしていると感じる程度。 

 
【噴火に関する火山観測報】 

気象庁から発表される「噴火に関する火山観測報」は、噴火が発生（ごく小規模なもの

は除きます）した場合、航空局など関係機関に速やかに通報されます。おおむね 30 分以上、

連続的に継続している噴火については、その状態が継続している場合には「連続噴火継続」、

停止した場合には「連続噴火停止」として発表されます。 

－ 62 －
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・噴火に関する火山観測報の例文 

 

火 山：桜島
日 時：2015年09月03日17時55分（030855UTC） 第1報
現 象：爆発
有色噴煙：火口上1600m（海抜7900FT）
白色噴煙：
流 向：東
---
高層風 0308Z
850-27014
700-25022
500-26033
火口：昭和火口
今年693回目

火 山：桜島
日 時：2015年09月03日17時55分（030855UTC） 第2報
現 象：爆発
有色噴煙：火口上1600m（海抜7900FT）
白色噴煙：
流 向：東
---
横山最大振幅：7.8μm
爆発音：なし
体感空振：小
東郡元空振計：5.2Pa
瀬戸空振計：41.5Pa
弾道を描いて飛散する大きな噴石：6合目(昭和火口より300から500m)
噴煙量：中量
火口：昭和火口
今年693回目

火 山：御嶽山
日 時：2014年09月27日11時53分（270253UTC）
現 象：噴火
有色噴煙：不明
白色噴煙：
流 向：不明
---

火 山：口永良部島
日 時：2015年05月29日09時59分（290059UTC）
現 象：爆発
有色噴煙：火口上9000m（海抜31400FT）以上
白色噴煙：
流 向：直上
---
火口：新岳

火 山：阿蘇山
日 時：2015年09月14日09時43分（140043UTC）
現 象：噴火
有色噴煙：火口上1000m（海抜7600FT）
白色噴煙：
流 向：北西
---
火口：中岳第一火口
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【航空路火山灰情報の流れ】 

 気象庁にある航空路火山灰情報センター（東京 VAAC（Volcanic Ash Advisory Center））
は、前述の「噴火に関する火山観測報」や航空機からの火山情報（PIREP）、外国の VAAC
等から噴火や火山灰に関する情報を得ると、航空路火山灰情報（VAA）を発表します。東

京 VAAC は、気象衛星による責任領域内の火山灰の監視も行っており、衛星画像で火山灰

が検知された場合、火山灰拡散予測図も合わせて発表しています。 
VAA は SIGMET を発表する支援資料として、国内外の関係機関に配信されており、気象

庁本庁にある航空予報室（空域予報班）は、VAA に基づいて SIGMET を発表しています。 
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【気象庁の航空気象情報提供システム（MetAir）で提供されている航空向けの火山資料※】 

１ 情報の種類 

（1）航空路火山灰情報 
火山灰の実況及び拡散予測に関するテキスト報。 

（2）火山灰実況図 
火山灰の実況領域を示す図。 

（3）火山灰拡散予測図 
火山灰の実況と拡散予測領域を示す図。 

（4）狭域拡散予測図（国内火山のみ） 
国内火山について、火山灰の拡散予測領域を示す図。 

（5）定時拡散予測図（国内火山のみ） 
噴火のおそれがある国内火山について、噴火を仮定した火山灰の予測領域を示す図。 

（6）定時拡散・降灰予測図（国内火山のみ） 
噴火のおそれがある国内火山について、噴火を仮定した火山灰及び降灰の予測領域を示

す図。 
２ 情報発表の条件及びタイミング 

（1）噴火の発生や火山灰が確認された場合に発表する情報 

①噴火や火山灰の情報を入手した場合 
「航空路火山灰情報」 

②国内火山について、気象官署で噴火を確認し、火山灰の高さが確認された場合 
「航空路火山灰情報」「狭域拡散予測図」 

③衛星により火山灰を検知した場合 
「航空路火山灰情報」「火山灰実況図」「火山灰拡散予測図」 
【注意点】 
雲に覆われて気象衛星で火山灰が検知できなくなった場合、これらの情報は前時間

で発表されていても次の時間には発表されなくなるが、火山灰が検知されなくなっ

たとは限らないので注意が必要である。 
④国内火山について、衛星により火山灰を検知した場合 
「航空路火山灰情報」「火山灰実況図」「火山灰拡散予測図」「狭域拡散予測図」 

 
（2）定期的に発表する情報 

①6 時間毎（00,06,12,18UTC）に発表 
「定時拡散予測図」 

②3 時間毎（00,03,06,09,12,15,18,21UTC）に提供 
「定時拡散・降灰予測図」 

※気象庁発行「航空気象ノート別冊『航空気象情報の利用の手引き』」から引用・加工 
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【航空路火山灰情報】 

 
 

 

FVFE01 RJTD 290113
VA ADVISORY
DTG: 20150529/0113Z
VAAC: TOKYO
VOLCANO: KUCHINOERABUJIMA 282050
PSN: N3027 E13013
AREA: JAPAN
SUMMIT ELEV: 657M
ADVISORY NR: 2015/1
INFO SOURCE: MTSAT-2 JMA
AVIATION COLOUR CODE: NIL
ERUPTION DETAILS: EXPLODED AT 20150529/0059Z OVER FL320 STNR
OBS VA DTG: 29/0100Z
OBS VA CLD: VA NOT IDENTIFIABLE FM SATELLITE DATA WIND FL400 330/45KT
FCST VA CLD +6 HR: NO VA EXP
FCST VA CLD +12 HR: NO VA EXP
FCST VA CLD +18 HR: NO VA EXP
RMK: WE WILL ISSUE FURTHER ADVISORY IF VA IS DETECTED IN SATELLITE 
IMAGERY.
NXT ADVISORY: NO FURTHER ADVISORIES=

拡散予測なしの例文

FVFE01 RJTD 290154
VA ADVISORY
DTG: 20150529/0154Z
VAAC: TOKYO
VOLCANO: KUCHINOERABUJIMA 282050
PSN: N3027 E13013
AREA: JAPAN
SUMMIT ELEV: 657M
ADVISORY NR: 2015/2
INFO SOURCE: MTSAT-2 JMA
AVIATION COLOUR CODE: NIL
ERUPTION DETAILS: EXPLODED AT 20150529/0059Z OVER FL320 STNR
OBS VA DTG: 29/0115Z
OBS VA CLD: SFC/FL320 N3025 E13013 - N3025 E13019 - N3032 E13016 -
N3030 E13008 MOV SE 40KT
FCST VA CLD +6 HR: 29/0715Z SFC/FL330 N3025 E13150 - N2913 E13328 -
N2826 E13334 - N2828 E13208 - N2947 E13118 - N3037 E12851 - N3054 
E12911
FCST VA CLD +12 HR: 29/1315Z SFC/FL300 N3057 E12805 - N3130 E12846 -
N3019 E13138 - N2956 E13514 - N2736 E13616 - N2628 E13552 - N2724 
E13403 - N2836 E13424 - N2956 E13038
FCST VA CLD +18 HR: 29/1915Z SFC/FL300 N3136 E12745 - N3228 E12830 -
N3025 E13226 - N3035 E13816 - N2906 E13918 - N2542 E13824 - N2631 
E13550 - N2855 E13641 - N2952 E13105
RMK: NIL
NXT ADVISORY: 20150529/0300Z=

拡散予測ありの例文
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【火山灰実況図】 

 
 
①運用略称 VAGI 
②時間等 発表機関名（TOKYO VAAC）、火山灰の観測時刻（Observed）、 

発表時刻（Issued）、情報源（Source） 
③備考 図中の略語等の解説 
④実況図 黒線で囲まれた範囲が火山灰の領域を示す。 

対象火山名、火山の位置（緯度、経度）、火山の標高、 
火山灰の領域、火山灰の高度、火山灰の移動方向及び速度 

 
火山灰の高さは、火山観測所や航空機の観測情報から入手できる場合が多いが、衛星に

より火山灰が検知されている場合は、衛星画像により火山灰の高さを推定することができ

る。火山灰は噴出時には高温であるが、上昇するとともに温度が低下して、最終的には周

辺大気の温度と等しくなると考えられる。このことから、火山灰の温度を赤外画像の輝度

温度から算出し、数値予報モデルを利用してその温度に対応する高度を求めることができ

る。衛星画像による推定精度は、火山灰の厚さや雲の影響により、精度が十分でないこと

があるため、火山灰の流れる方向や移動速度も参考にして高度を決定する。 
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【火山灰拡散予測図】 

 
 
①運用略称 VAG 
②テキスト情報 航空路火山灰情報から抜粋した情報 
③拡散予測図 初期時刻と 6 時間後、12 時間後、18 時間後の拡散予測を 6 時間毎に

図で示す。 
対応する時刻を左上に示す。 
実線、破線、点線で囲まれた範囲が火山灰の領域を示す。 
領域枠脇の英数字は火山灰の「最低高度／最高高度」を示す。 
「  」は、発表対象火山の位置を示す。 

 
東京 VAAC では、「衛星により火山灰の分布が観測できた場合」と「国内火山について気

象官署で噴火時の噴煙の高さが観測できた場合」に火山灰の拡散予測を行う。拡散計算で

は、まず初期条件となる噴煙柱（柱状に設定した噴煙）を設定するが、東京 VAAC では、

噴煙の高さに応じて、経験から得られた火山灰粒子分布をもった噴煙柱を設定している。

その後、数値予報モデルを利用して個々の火山灰粒子の位置を計算し、移流・拡散・落下

の予測を行っている。 
 
 
 
 

－ 69 －



70 
 

【狭域拡散予測図】 

 
 
①運用略称 VAGFN 
②ページ １ページ目は１～3 時間後、2 ページ目は 4～6 時間後の予測図 
③時間等 初期時刻（BASE TIME）、発表時刻（ISSUED TIME）、 

発表機関名（Tokyo VAAC）、対象火山名と標高 
④備考 噴火時刻または火山灰の観測時刻（ERUPTION TIME）、 

火山灰の高度（ASH PLUME HEIGHT） 
⑤高度 上段は FL180-FL550、下段は SURF-FL180 
⑥予測図 火山灰の観測時刻から 1～6 時間後の拡散予測を 1 時間毎に図で示す。 

対応する時刻を各図の左上に示す。 
黒色で囲まれた範囲が火山灰の領域を示す。 
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【定時拡散予測図】 

 
 
①運用略称 VAGFNR 
②ページ 下記の発表領域（EAST,MID,WEST）により 1～3 ページを示す。 
③領域 東日本（EAST）、中日本（MID）、西日本（WEST）のいずれかを示す。 
④時間等 初期時刻（BASE TIME）、発表時刻（ISSUED TIME）、 

発表機関名（Tokyo VAAC）、次回発表予定時刻（NEXT VAGFNR）、 
対象火山名と標高 

⑤備考 仮定した噴火の条件等を示す。 
⑥高度 SURF-FL180 
⑦予測図 初期時刻から連続噴火を仮定し、1～6 時間後の拡散予測を 1 時間毎に

図で示す。 
対応する時刻を各図の左上に示す。 
黒色で囲まれた範囲が火山灰の領域を示す。 
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【定時拡散・降灰予測図】 

 
 
①運用略称 VAGFNR-AF 
②発表時刻 発表時刻（ISSUED TIME） 
③時間等 仮定した噴火の条件を示す。 

火山名（VOLCANO）、仮定噴火時刻（ASSUMED ERUPTION TIME）、 
仮定噴煙高度（ASSUMED PLUME HEIGHT） 

④高度 上段は FL100-FL200、下段は SURF-FL100 
⑤予測図 仮定噴火時刻の噴火を仮定し、1～6 時間後の拡散予測を 1 時間毎に図

で示す。 
対応する時刻を各図の右上に記す。 
赤色(FL100-FL200)、黄色（SURF-FL200）は、火山灰の範囲を示す。 
網目の領域は、降灰の予測範囲を示す。 
▲は火山の位置を示す。 
航空機マークと円は、空港と半径 10km の範囲を示す。 
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【火山の噴煙に関するシグメット情報】 

拡散予測なしの例文 

 

拡散予測ありの例文 

 
 

【航空機からの火山情報（PIREP）の通報例】 

 

 

【ＭＥＴＡＲによる火山灰の通報例】 

 

 

 

 

  

WVJP31 RJTD 290125

RJJJ SIGMET S02 VALID 290125/290725 RJTD-
RJJJ FUKUOKA FIR VA ERUPTION MT KUCHINOERABUJIMA PSN N3027 E13013 VA
CLD OBS AT 0059Z FL320 STNR INTST UNKNOWN=

WVJP31 RJTD 290210

RJJJ SIGMET S04 VALID 290210/290810 RJTD-
RJJJ FUKUOKA FIR VA ERUPTION MT KUCHINOERABUJIMA PSN N3027 E13013 VA
CLD OBS AT 0115Z ABV FL320 N3030 E13008 - N3025 E13013 – N3025 
E13019 – N3032 E13016 – N3030 E13008 MOV SE 40KT INTST UNKNOWN
FCST 0715Z VA CLD APRX SFC/FL330 N3037 E12851 – N2947 E13118 – N2828
E13208 – N2826 E13334 – N2913 E13328 - N3025 E13150 - N3054 E12911 –
N3037 E12851=

SEXX72 RJTT 270638

ARS
VA CLD MT ONTAKE TOPS FL200 OBS AT 0623Z CHAUS FL230 MOV E BY CRJ7
IBX47=

METAR RJFT 140100Z 05013KT CAVOK 25/14 Q1019 RMK A3011 VOLCANIC ASH 
CLOUD E=

SPECI RJFT 140117Z 05010KT 9999 VCVA FEW030 BKN/// 25/15 Q1019 RMK 
1CU030 A3011 ASH FALL VOLCANIC ASH CLOUD NE-E=

METAR RJFT 140200Z 06009KT 010V100 9999 VA FEW040 BKN/// 25/14 Q1019 
RMK 1CU040 A3010 ASH FALL VOLCANIC ASH CLOUD NW-OHD AND 
OHD-E=
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【噴火速報の例】 

 
噴火速報は、噴火の発生事実を迅速に発表する情報です。登山中の方や周辺にお住まい

の方に、火山が噴火したことを端的にいち早く伝え、身を守る行動を取っていただくため

に発表します。 
 実際に発表された噴火速報の内容は次のとおりです。 

 
 

火山名 阿蘇山 噴火速報
平成２７年 ９月１４日０９時５０分 福岡管区気象台発表

＊＊（見出し）＊＊
＜阿蘇山で噴火が発生＞

＊＊（本 文）＊＊
阿蘇山で、平成２７年９月１４日０９時４９分頃、噴火が発生しました。
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操縦士協会は会員を募集しています。
JAPAは公益社団法人として内閣総理大臣より認定を受けた日本唯一の操縦士団体です。
目的　本協会は、航空技術の向上を図り、航空の安全確保につとめ航空知識の普及と諸般の調査研

究を行い、もって我が国航空の健全な発展を促進することを目的としています。

協会の会員は、下記のように分かれます。
正 会 員：協会の目的に賛同して入会された方で、原則として操縦士技能証明をお持ちの方です。
賛助会員：協会の事業を賛助するため入会した個人または法人です。個人賛助会員は、満16歳以上

の操縦士技能証明を持たない方で、法人賛助会員の資格は、特に定めはありません。

正 会 員 の 会 費  ：年　　額　　18,000円
個人賛助会員（A）：年　　額　　18,000円
個人賛助会員（B）：年　　額　　  6,000円
法 人 賛 助 会 員  ：年　　額　　50,000円（1口）

入会すると？
① 協会機関誌（AIMｰJAPANおよびデジタルブック等）
② 航空関連商品（書籍等）の割引
③ 空港施設見学や各種講習会への参加
④ 協会契約割引施設の利用

お申し込みは別途「入会申込書」をお送り致しますので、事務局までご連絡下さい。
皆 様 の ご 入 会 を お 待 ち 致 し て お り ま す ！

公益社団法人 日本航空機操縦士協会　JAPAN AIRCRAFT PILOT ASSOCIATION

TEL 03-6809-2902　FAX 03-3434-7774　E-mail japa@japa.or.jp
Home page URL http://www.japa.or.jp/

至品川駅

ニュー
新橋ビル

新橋
三丁目
交番前

西新橋
二丁目

新橋
四丁目

芝
郵便局前
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